
　一昨年の大雪と違い昨年は比較的穏やかに新春を迎えた。平成 25 年の新春を迎え、地域の皆様、
中部医師会立三朝温泉病院（以下温泉病院）の職員、中部医師会員のご多幸をお祈りします。今
年も温泉病院が中部医療圏さらには岡山県北の住民に安心安全な医療を提供することを心がけ、
住民から信頼される病院となることを期待しています。
　いろいろな会議に出て言われることは「東・西部に比べ中部は医療連携が構築しにくい」と言
われる。その危惧されることは何か、医師会としてそれを傍観していていいだろうか、医師会がリー
ドした地域医療の充実、地区住民への公平平等の医療提供を安全安心の担保の下に実施しなけれ
ばならないと考える。

　一昨年 3 月 1 日雪の中で挙行された起工式、昨年の 4 月強風の中、平
井鳥取県知事、伊藤県議会議長、石田中部ふるさと広域連合長をはじめ
工事関係各位を迎え竣工式を施行した。その新しい三階立ての病棟を見
上げながら今後の医師会立病院の在り方を模索した。隣の岡山大学三朝
医療センターの機構改革による外来診療のみとなった診療体系がこの温
泉病院にどう影響するかが脳裏をかすめた。鳥取県の 3 つある 2 次医療
圏の中で東・西部と異なるところは特化された民間中小病院がある中、
地区住民からは東・西部と並ぶ高度な医療を期待される公的病院がある。
医師会は住民サイドに立った医療提供体制を考える必要がある。幸いに温泉病院は豊富な湯
量の温泉資源を持っており、今後はこの温泉資源を全面に出し整形外科の診療を核に温泉リ
ハビリテーションを充実させ高齢化社会へ向けた医療介護福祉への対応を考えていきたい。
医師会立病院を運営している地区医師会の地域医療への役割は重要である。医師会立病院は
民間施設にない公益性を発揮しなければならない。診療所会員が医師会立病院を中心として
住民目線での地域連携を医師会主導で行うことである。
　「新しき年の始めの初春の今日降る雪のいや重け吉事」
今年温泉病院にとって雪のつもるごとく良きことが積み重なることを祈念して稿を閉じます。
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病院のご案内

名称
住所

外来受付

開設者
病院長
診療科目

病床数

中部医師会 会長 池田宣之
森尾泰夫
整形外科・リウマチ科・内科
神経内科・リハビリテーション科
178 床（一般病床…83 床・病養病床…35 床
　　　  回復リハビリテーション病床…60 床）

（社）鳥取県中部医師会立  三朝温泉病院
〒682-0197  鳥取県東伯郡三朝町山田 690
TEL ： 0858-43-1321  FAX ： 0858-43-2732
E-mail ： ishikai@hosp.misasa.tottori.jp
URL ： http://www.hosp.misasa.tottori.jp/
午前 8：30～午前 11：00
外来予約専用TEL ： 0858-43-2476

学会発表／講演／誌上発表 平成 24 年 7 月～平成 24 年 12 月

外来診察案内

社団法人 鳥取県中部医師会立

三朝温泉病院

■ 学会発表

■ 講　演

■ 誌上発表

第20回リハビリテーション 研究会　in Yonago

第20回リハビリテーション 研究会　in Yonago

第 26 回中国ブロック理学療法士学会

平成24年度 第１回脳卒中地域連携パス 検討会議

山陰膝関節研究会

第 43 回日本看護学会　成人看護Ⅰ学術学会

中部医師会画像診断研究会

第 12 回鳥取県理学療法士学会

第 12 回鳥取県理学療法士学会

鳥取県放射線技師学術大会がん検診研究会

平成24年度 第2回脳卒中地域連携パス 検討会議

第58回山陰整形外科集談会

8月18日

8月18日

8月 25日

9月1日

9月1日

9月21日

10月18

日

12月 2日

12月 2日

12月 2日

12月13

森田鉄二

馬壁知之

岩本祐輝

河本留美、浅井京子、山田靖子

馬壁知之

富澤隆一郎

藤井かおり

米子市

米子市

廿日市市

倉吉市

米子市

仙台市

倉吉市

米子市

米子市

三朝町

倉吉市

松江市

骨粗鬆症患者の脊椎椎体骨折と円背指数との関係

脊椎圧迫骨折における円背姿勢と身体機能の関連性

回復期での取り組み

人工膝関節置換術における術後合併症の検討

糖尿病経過中に発生した膵頭部癌（鈎部）の一例

頚椎MRIにおける動態撮影の検討

脳パス患者の退院後について

歯突起後方偽腫瘍に伴う頚髄症の治療経験

7月 9日
7月18日
7月 24日
8月 9日
9月12日
10月11

日

10月 23

日

11月14
日

倉吉市
倉吉市
三朝町
気高町
三朝町
倉吉市

倉吉市

三朝町

鳥取市
三朝町
倉吉市
倉吉市
米子市

大西千香子
山根隆治
山根隆治
山根隆治
山根隆治
大西千香子

山根隆治

山根隆治

馬壁知之
山根隆治
谷島伸二
谷島伸二
谷島伸二

上小鴨地区老人クラブ女性会
介護予防教室（明倫・小鴨地域包括）
三喜苑職員研修会
ヘルスカウンセラーの相談援助事業
介護予防講演会
上小鴨地区介護予防教室

三朝町あったか寄合い元気事業

鳥取市ふれあいデイサービス
介護予防教室
久光製薬株式会社 医薬情報担当者勉強会
ヤンセンファーマ株式会社 社外講師勉強会
武田薬品株式会社 社外講師勉強会

認知症予防と運動について ～作業療法の立場から～
転倒予防体操について
介助法と腰痛予防について
介護職における腰痛対策
元気なうちから介護予防 ～足腰しなやかな体づくり～
認知症予防のための運動講座 ～作業療法の立場から～

在宅におけるリハビリテーション

転倒予防について

転倒予防について
腰痛予防について
整形外科領域の慢性疼痛治療について
関節リウマチに対する生物学的製剤の治療経験
疼痛治療におけるPPI 併用投与の有効性

整形外科看護 9  2012     vol.17（no.9）
整形外科と災害外科　61：29-31,2012
中部整災誌　55：1207-1208,2012

Let’ｓ Try　くふうモノ 「らくらく紙便器」
成人女性に発症した大腿骨頚部疲労骨折の1例
下肢人工関節手術での経口 FXa 阻害剤の有効性

山名加惠、石井直子
持田茂、谷島伸二、深田悟、石井博之、森尾泰夫
土海敏幸、深田悟、谷島伸二、石井博之、森尾泰夫

月
野口
松田
竹田
瀧川
森尾
石井
福嶋
担当医

一診
二診
三診
一診
一診
二診
三診

火
佐々木
石飛
̶
瀧川
深田
谷島
̶
担当医

水
塩
石飛
竹田
̶
森尾
深田
福嶋
担当医

金
荻野（1・3・4週）

塩
̶
瀧川
谷島

リウマチ外来
̶
担当医

木
野口
松田

竹田（ドック診察）
瀧川
石井
森脇
̶
担当医

平成 24 年 10月1日～

診療科名

リハビリテーション科

整形外科・リウマチ科

内科

神経内科

演　題 学　会　名 年 月 日 開 催 地 演　者

演　題 講　演　会　名 講 演 日 講演場所 講 演 者

掲　載　紙 表　題 著　者

10月 24日～
（３ヶ月） 毎週水曜日
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平成２４年度中部地区社協職員社協協議会
 「介護職員合同研修会」

骨折後高齢者の歩行分析
－3 軸加速度波形の自己相関分析を用いて－

藤井かおり、浅田明美
森田鉄二、井尾政美
深田悟、土海敏幸、谷島伸二
石井博之、森尾泰夫

弾性ストッキングの正しい装着を目指して
－勉強会・マニュアルの使用から得られた効果－

3 軸加速度計を用いた下肢骨折後の高齢者の
歩行分析　－健常高齢者との比較－
当院におけるロボットスーツHALの
運用状況と脳卒中片麻痺患者の一症例報告

松田善典、石飛誠一 塩孜
竹田晴彦、野口善範

中山英俊、山下俊能、津川大樹
島本勇、中松裕輔

森脇健太、谷島伸二、深田悟
石井博之、森尾泰夫
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